
北九州
きたきゅうしゅう

地域
ち い き

における多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の現状
げんじょう

調査
ちょうさ

集計
しゅうけい

結果
け っ か

について（まとめ） 

●アンケート調査
ちょうさ

概
がい

容
よう

対象
たいしょう

：市内
しな い

在住
ざいじゅう

の外国人
がいこくじん

（特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

・留学生
りゅうがくせい

を除く
のぞ  

）1,000 人 

     有効
ゆうこう

回答数
かいとうすう

：304 回収率
かいしゅうりつ

：30.4％ 

 期間
きか ん

：平成
へいせい

21年
ねん

2月
がつ

5日
にち

～2月
がつ

22日
にち

    ※加えて
く わ   

、20名
めい

程度
てい ど

のヒアリング調査
ちょうさ

を行って
おこな   

いる。 

●結果
けっ か

概要
がいよう

【日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

について】 

・「日本
にほ ん

の生活
せいかつ

で困る
こま  

こと・悩み
なや  

」として、「仕事
しご と

・就 職
しゅうしょく

のこと」と「日本語がわ
に ほ ん ご    

か 

らないこと（大人
おと な

）」が1位
い

となった（28.3％）。 

・日本語
に ほ ん ご

の学習
がくしゅう

意向
いこ う

については、過半数
かはんすう

（53.6％）が「学びたい
ま な    

と思う
おも  

が、現在
げんざい

は学んで
まな   

 いない」と回答
かいとう

しており、その理由
りゆ う

としては、「時間
じか ん

がないから」に次いで
つ   

、「お金
かね

が 

ないから」「語学
ごが く

教室
きょうしつ

・学校
がっこう

の情報
じょうほう

がないから」が多い
おお  

。 

28.3%

28.3%

27.0%

23.0%

23.0%

17.8%

17.4%

15.1%

13.8%

1.6%

9.9%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40%

日本語がわからないこと
（大人）

仕事・就職のこと

お金のこと

対人関係（偏見・差別など）

各種手続

安全・安心（防災・防犯など）

保健・医療・福祉

育児や子どもの教育

住居のこと

日本語がわからないこと
（子ども）

その他

無回答

［注］複数回答

◆日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

で困る
こま  

こと・悩み
なや  

◆ 

40.1%

39.5%

16.4%

12.5%

11.8%

10.9%

9.2%

7.2%

4.6%

3.3%

1.0%

10.5%

1.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

独学で

生活しているうちに自然と学んだ

日本の日本語学校で

日本の大学で

母国の日本語学校で

日本語を教えるボランティアから

両親、兄弟姉妹などから

母国の大学で

母国の小・中学校、高校で

日本の小・中学校、高校で

ＪＩＣＡで

その他

学んでいない

無回答

［注］複数回答

◆日本語
に ほ ん ご

の学習
がくしゅう

意欲
い よ く

◆ 

資料
しりょう

１－３ 



【
（

保健
ほけ ん

・医療
いりょう

・福祉
ふく し

について】 

・「生活
せいかつ

する上
うえ

で必要
ひつよう

な情報
じょうほう

」として、「保健
ほけ ん

、医療
いりょう

、福祉
ふく し

」が 45.1％で 1位
い

であった。 

・「病院
びょういん

において困った
こま   

こと」として、2割
わり

以上
いじょう

の人
ひと

が「言葉
こと ば

が通じなかった
つう        

」を挙げて
あ   

おり、「必要
ひつよう

な医療
いりょう

情報
じょうほう

」としては、「外国語
がいこくご

が話せる
はな   

医師
い し

のいる病院
びょういん

の情報
じょうほう

」が

37.8％で 1位
い

となっている。 

45.1%

36.2%

31.3%

22.4%

19.7%

19.1%

17.8%

16.4%

12.8%

1.3%

18.4%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保健、医療、福祉

仕事

教育・育児

イベント・観光

相談窓口

住宅

防災

交通機関

ゴミ出し日など
日常生活のルール

その他

特にない

無回答

［注］複数回答

◆生活
せいかつ

する上
うえ

で必要
ひつよう

な情報
じょうほう

◆ 

26.8%

21.4%

13.4%

2.2%

1.3%

0.9%

6.7%

42.9%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

長時間待たされた

言葉が通じなかった

医療費が非常に高かった

間違った案内をされた

病院が見つけにくかった

診療を拒否された

その他

特に困ったことはなかった

無回答

［注］複数回答

36.2%

25.0%

3.9%

26.6%

2.0%

37.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外国語が話せる医師の
いる病院の情報

休日・夜間の診療に
関する情報

健康保険など保険制度に
関する情報

その他

特にない

無回答

［注］複数回答

◆病院
びょういん

において困った
こま    

こと◆ ◆必要
ひつよう

な医療
いりょう

情報
じょうほう

◆ 



28.0%

22.4%

22.0%

19.1%

14.8%

7.2%

5.3%

3.0%

2.6%

5.3%

41.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家賃が高い

部屋が狭い

敷金・礼金という習慣がある

保証人を探さなければならなかった

住居が古い

治安や騒音など周囲の環境が悪い

外国人という理由で入居を断られた

住宅情報が得にくかった

高齢者などへの配慮がない

（段差があるなど）

その他

特に不満はない

（感じたことはない）

［注］複数回答

【
（

住居
じゅうきょ

について】 

・住居
じゅうきょ

に関する
かん   

不満
ふま ん

として、「家賃
やち ん

が高い
たか  

」（28.0％）、「部屋
へ や

が狭い
せま  

」（22.4％）に次いで
つ   

、

「敷金
しききん

・礼金
れいきん

という習慣
しゅうかん

がある」（22.0％）、「保証人
ほしょうにん

を探さなければ
さが        

ならなかった」

（19.1％）が多かった
おお     

。 

・ヒアリング調査
ちょうさ

においても、敷金
しききん

・礼金
れいきん

の負担
ふた ん

や保証人
ほしょうにん

の問題
もんだい

についての意見
いけ ん

が多く
おお  

聞かれた
き    

。 

【
（

育児
いく じ

・教育
きょういく

について】 

・「生活
せいかつ

する上
うえ

で必要
ひつよう

な情報
じょうほう

」として、「教育
きょういく

・育児
いく じ

」が3
３

番目
ばん め

に多く
おお  

、高い
たか  

関心
かんしん

がある。 

・「子ども
こ   

の教 育 上
きょういくじょう

の悩み
なや  

」としては、「母国語
ぼ こ く ご

や母国
ぼこ く

の文化
ぶん か

が教えられない
おし        

」が最も
もっと  

多く
おお  

、ヒアリング調査
ちょうさ

でも同様
どうよう

の意見
いけ ん

が聞かれた
き    

。 

◆住居
じゅうきょ

に関する
かん    

不満
ふ ま ん

◆ 

31.4%

25.4%

24.6%

11.0%

7.6%

6.8%

5.9%

4.2%

4.2%

6.8%

30.5%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40%

母国語や母国の
文化が教えられない

教育費が高い

進学・就職が不安である

子育ての相談をする
相手がいない

学校でいじめられる

日本語ができない

友人ができない

授業についていけない

子どもの友人の親と
仲良くなれない

その他

特に悩みはない

無回答

［注］複数回答

◆子ども
こ    

の教育上
きょういくじょう

の悩み◆ 



40.4%

30.1%

28.7%

26.5%

27.2%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害等の場合にどこに

避難したらいいかわからない

災害等の情報をどこで

得られるかわからない

言語に不安がある

近所に知り合いがいない

その他

無回答

［注］複数回答

48.7%

44.1%

21.1%

17.8%

3.9%

21.4%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難場所

災害時の医療体制

警察・消防署などの連絡先

常備品（懐中電灯など）

その他

特にない

無回答

［注］複数回答

【
（

安心
あんしん

・安全
あんぜん

について】 

・生活上
せいかつじょう

の安全
あんぜん

についてどのような不安
ふあ ん

があるか尋ねた
たず   

ところ、「犯罪
はんざい

」に次いで
つ   

多かった
おお     

のが「台風
たいふう

・洪水
こうずい

・地震
じし ん

などの自然
しぜ ん

災害
さいがい

」の 53.7％であった。 

・不安
ふあ ん

に思う
おも  

理由
りゆ う

の1
１

位
い

は、「災害
さいがい

の場合
ばあ い

にどこに避難
ひな ん

したらいいかわからない」（40.4％） 

であり、災害
さいがい

に関して
かん   

知りたい
し    

情 報
じょうほう

の 1位
い

は、「避難
ひな ん

場所
ばし ょ

」（48.7％）となっており、

地震
じし ん

等
とう

の災害
さいがい

に対して
た い   

不安
ふあ ん

を感じつつ
かん     

も対応
たいおう

方法
ほうほう

や避難
ひな ん

場所
ばし ょ

を知らない
し    

人
ひと

が多かった
おお     

。 

53.7%

34.6%

34.6%

13.2%

4.4%

55.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

犯罪

台風・洪水・地震
などの自然災害

交通事故

火事

その他

無回答

［注］複数回答

◆不安
ふ あ ん

の内容
ないよう

◆ 

◆不安
ふ あ ん

の理由
り ゆ う

◆ 

◆災害
さいがい

に際して
さい    

知りたい
し    

情報
じょうほう

◆ 



48.0%

46.1%

40.8%

39.5%

39.1%

38.5%

30.9%

4.9%

6.3%

4.9%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お互いの情報を交換する

お互いが交流する
イベント・機会を増やす

日本人が外国の
文化・社会事情を理解する

外国人市民が日本の
文化・社会事情を理解する

外国人市民が日本人の
意識や考え方を理解する

日本人が外国人市民の
意識や考え方を理解する

人権尊重の意識を高めるための
啓発活動を推進する

その他

特にない

わからない

無回答

［注］複数回答

【相互
そう ご

理解
りか い

について】 

 ・生活
せいかつ

するうえで、周り
まわ  

の人
ひと

とのトラブルがあるかどうかについては、84.5％の人
ひと

が

「問題
もんだい

はない」と答えて
こた   

いる。 

・外
がい

国籍
こくせき

であることで偏見
へんけん

を感じたり
かん     

、不愉快
ふ ゆ か い

な経験
けいけん

をしたことについて、「仕事
しご と

を探す
さが  

とき」が最も
もっと  

高く
たか  

、次いで
つ   

「政治的
せいじてき

権利
けん り

や選挙
せんきょ

」「住居
じゅうきょ

を探す
さが  

とき」と続いた
つづ   

。 

・人権
じんけん

を守る
まも  

ために必要
ひつよう

なことについては、「お互い
 た が  

の情報
じょうほう

を交換
こうかん

する」（48.0％）

「お互い
 た が  

が交流
こうりゅう

するイベント・機会
きか い

を増やす
ふ   

」（46.1％）の比率
ひり つ

が高く
たか  

なっており、

相互
そう ご

の情報
じょうほう

交換
こうかん

や交流
こうりゅう

を重視
じゅうし

している傾向
けいこう

にある。 

問題はな
い
84.5%

無回答
5.9%

問題があ
る
3.6%

過去には
問題が
あった
5.9%

◆周囲
しゅうい

の人
ひと

との生活上
せいかつじょう

の問題
もんだい

の有無
う む

◆

49.2%

28.9%

28.9%

28.1%

18.8%

17.2%

15.6%

15.6%

14.8%

14.8%

13.3%

12.5%

10.2%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事を探す時

政治的権利や選挙

住居を探す時

職場

自分の名前

レストランや店

近所づきあい

社会保障制度

警察署や交番

市役所や公共機関

子どもの学校

自分や家族の結婚

病院

その他

［注］複数回答

◆偏見
へんけん

や不愉快
ふ ゆ か い

な経験
けいけん

◆ ◆人権
じんけん

を守る
まも  

ために必要
ひつよう

なこと◆ 



10.5%

10.2%

8.6%

5.9%

5.6%

4.3%

66.4%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80%

生活情報誌「Ｌｉｆｅ ｉｎ Ｋｉｔａｋｙｕｓｈｕ」

「ＨＩＭＡＷＡＲＩ」

（北九州国際交流協会発行）

ＬｏｖｅＦＭ

（市役所からの市政情報のお知らせ）

北九州国際交流協会ホームページ

市役所ホームページ

その他

活用していない

無回答

［注］複数回答［注］複数回答

将来的
に参加
したい
22.4%

無回答
21.4%

参加し
ている
6.3%

参加し
ていな
い
50.0%

【情報
じょうほう

・相談
そうだん

について】 

 ・北九州市
きたきゅうしゅうし

においては、外国人
がいこくじん

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

のために、情報誌
じょうほうし

、インターネットなど

多様
たよ う

なメディアが活用
かつよう

されている。 

・しかし、「外国語
がいこくご

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

の活用
かつよう

状 況
じょうきょう

」を見る
み  

と、「活用
かつよう

していない」が約
やく

3

分
ぶん

の 2を占めて
し   

いる。 

・情報源
じょうほうげん

の存在
そんざい

自体
じた い

を効果的
こうかてき

にＰＲして外国人
がいこくじん

市民
しみ ん

に周知
しゅうち

することが重要
じゅうよう

な課題
かだ い

。

・また、「生活
せいかつ

する上
うえ

で必要
ひつよう

な情報
じょうほう

」では、「相談
そうだん

窓口
まどぐち

」が第5位
だい   い

となっている。 

・外国人
がいこくじん

対象
たいしょう

のボランティア団体
だんたい

に「将来的
しょうらいてき

に参加
さん か

したい」と22.4％の人
ひと

が回答
かいとう

して

いるが、こうした同じ
おな  

立場
たち ば

にある外国人
がいこくじん

市民
しみ ん

の協 力
きょうりょく

を得て
え  

、通
つう

訳者
やくしゃ

や相談員
そうだんいん

の人材
じんざい

の

拡充
かくじゅう

を図る
はか  

必要
ひつよう

がある。 

◆外国語
がいこくご

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

の活用
かつよう

状 況
じょうきょう

◆ 

◆外国人
がいこくじん

対象
たいしょう

のボランティア団体
だんたい

について◆ 



ときどき
ある
16.4%

よくある
3.0%

まったくな
い
37.8%

無回答
3.3%

あまりな
い
39.5%

40.7%

25.4%

10.2%

1.7%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80%

言葉が通じなくて困った

説明がわからなかった

職員の応対が悪かった

その他

無回答

［注］複数回答

【行政
ぎょうせい

サービスについて】 

 ・市
し

役所
やくしょ

や区
く

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

で困った
こま   

経験
けいけん

があるかについて、「まったくない」「あまりない」

が 77.3％と 3/4 を超えて
こ   

いる。困った
こ ま   

経験
けいけん

がある人
ひと

についていえば、「言葉
こと ば

が

通じなくて
つ う     

困った
こ ま   

」が 62.7％で最も
もっと  

高かった
たか     

。 

◆困った
こ ま   

内容
ないよう

◆ 

◆市
し

役所
やくしょ

や区
く

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

で困った
こ ま   

経験
けいけん

の有無
う む

◆
しかく


